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お兄さん、お姉さん
よろしくね

４月８日、町内各小中学校にて入学式が行われ、小学生
１２１名、中学生１６５名が新入生として迎えられました。
写真は小松小学校の新入生入場の様子。新一年生のはつ
らつとした返事は、春の嵐も吹き飛ばすかのように元気
いっぱいでした。



3　町報かわにし 平成２5年4月１５日

　調査結果では、子育て環境や地域医療の充実が求められているなかで、満足度が高いことから町民
ニーズへの対応が図られている傾向にあるといえます。
　しかし、不安定な経済情勢を背景に産業分野における不満傾向が強く、雇用確保をはじめ就労環境
の整備が必要です。また、良好な生活環境づくりとしては除雪対策が求められており、町民が安心し
て生活できるまちづくりを目指すためには、これらのニーズを考慮しながら取り組んでいく必要があ
ります。

 3　アンケート結果から　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　満足度が高い項目の上位（分布図の右端に近い項目）に、子育て環境の充実、地域医療の充実、歴史、
芸術文化の推進が挙げられており、重要度が高い項目（分布図の上端に近い項目）の上位に、生活環境
の充実、地域医療の充実、介護の充実が挙げられました。

＜満足度及び重要度の高い３項目＞

順　位 満足度の項目 満足度 重要度の項目 重要度

１ 子育て環境の充実 3.72 生活環境の充実 3.55

２ 地域医療の充実 3.50 地域医療の充実 3.54

３ 歴史・芸術文化の推進 3.49 介護の充実 3.53

　「ほぼ満足している」と回答した方が多く、「満足」及び「不満」傾向でみると同数となっています。

 2　総合満足度について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

順位 項　目 回答数 構成比率

1 ほぼ満足している 128 35.6%

2 あまり満足していない 112 31.1%

3 どちらともいえない 48 13.3%

4 満足していない 35 9.7%

5 満足している 20 5.6%

無回答 17 4.7%

計 360 100.0%

まちづくりアンケートにご協力いただきました皆様、ありがとうございました。

町報かわにし　2平成２5年4月１５日

　ここでは、施策ごとに６段階評価を行い、分布図を作成しました。分布図は、４つの領域に区分する
ことで町民ニーズと対応について把握するものです。
　①のエリアは、町民ニーズが高いものの満足度が低いため早急な取り組みが必要となる項目です。②
及び④のエリアは、満足度が高いため継続して取り組む項目です。③のエリアは、町民ニーズが低く満
足度も低いため検討が必要となる項目です。

 １　満足度及び重要度について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

まちづくりアンケート結果報告
　町では、町民一人ひとりが住み続けられるまちづくりを目指すため、様々な機会を通じて町民の方か
らご意見をいただいております。
　昨年１２月に町内在住の 20歳以上〜 80 歳未満までの方から、1,000 名を無作為に抽出して町のまち
づくりに対する「満足度」「重要度」についてアンケート調査を実施しました。回収の結果３６０名の
有効回答があり、その結果について３月号に引き続きお知らせします。
　なお、集計の結果は主な回答のみを掲載させていただき、回答結果の詳細は、町のホームページに掲
載しておりますのでご了承ください。

満足度と重要度の分布図
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・
神
尾
　
健
作
、
長
澤
　
　
梓

　
川
崎
　
泰
久
、
小
関
　
太
郎

（
研
修
先
：
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
）

　
町
が
提
案
し
た
モ
デ
ル
プ
ラ
ン

を
活
用
し
、
イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
で
研
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
は
、
中
世
か
ら
変
わ

ら
な
い
街
並
み
を
維
持
し
て
お
り
、

市
民
が
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
市
民
が
運
営

す
る
福
祉
施
設
訪
問
、
行
政
視
察
、

産
業
見
学
等
を
行
い
ま
し
た
。
参

加
し
た
4
人
は
、
職
業
、
経
験
も

別
々
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
様
々

な
意
見
や
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

人
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

 

・
塗
　
　
貴
旭
、
松
田
　
智
宏

　
稲
葉
　
鮎
子
、
吉
田
　
勝
信

　
浜
田
　
　
玲
　
　

　
町
で
出
会
っ
た
、
た
く
さ
ん
の

方
々
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ

一
年
間
で
し
た
。 

今
後
も
5
名

の
メ
ン
バ
ー
で
地
域
づ
く
り
活
動

に
協
力
し
、
川
西
町
の
魅
力
を

も
っ
と
発
見
・
発
信
し
て
い
き
ま

す
。
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
町
内
の
青
年
層
に
よ
る
自
主
的

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
団
体

に
対
し
て
助
成
を
し
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
、
昨
年
度
か
ら
継

続
し
て
い
る
3
団
体
を
支
援
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
個
々
に
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
研
修
や
実
践
活

動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
町
内
に
在
住
す
る
青
年
層
の
海

外
研
修
に
対
し
て
助
成
を
し
て
い

ま
す
。
海
外
研
修
を
経
験
し
見
聞

を
広
め
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
活

動
に
生
か
せ
る
よ
う
支
援
し
て
お

り
、
平
成
24
年
度
は
、
1
名
が
ア

メ
リ
カ
・
ア
ー
バ
イ
ン
、
4
名
が

イ
タ
リ
ア
・
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
に
お
い

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
総
務

省
が
進
め
る
取
り
組
み
。
都
市
出

身
者
が
住
ま
い
を
川
西
町
に
移
し
、

地
域
を
町
民
と
と
も
に
元
気
に
す

る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

24
年
度
は
、
前
年
度
か
ら
継
続
し

て
い
る
1
名
に
新
た
に
4
名
が
加

わ
り
5
名
で
活
動
し
ま
し
た
。

◆
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
の
活
動
報
告

◆「
若
者
未
来
塾
交
付
金

　
事
業
」
と
は

◆
「
青
年
海
外
研
修
事
業
」
と
は

◆
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」と
は

浜田　玲 吉田勝信 稲葉鮎子 松田智宏 塗　貴旭

新
規
団
体
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
町
で
は
青
年
層
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

行
う
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

○
対
象
団
体

　
交
付
金
の
交
付
対
象
は
、
町

内
に
活
動
拠
点
を
置
き
、
お
お

む
ね
20
歳
か
ら
39
歳
か
ら
な
り
、

全
町
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を

継
続
的
に
推
進
す
る
団
体
と
す

る
。
た
だ
し
、
交
付
金
の
交
付

は
１
団
体
あ
た
り
３
年
ま
で
と

す
る
。

○
対
象
事
業

　
次
の
要
件
を
満
た
す
自
主
的

な
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
事
業
。

⑴
活
動
の
情
報
発
信

⑵
他
地
域
の
団
体
と
の
交
流

⑶
交
付
団
体
が
連
携
し
た
事

業
の
実
施

⑷
活
動
成
果
の
報
告
と
「
川

西
町
の
ま
ち
づ
く
り
提

案
」
の
提
出

○
交
付
金
額

　
１
団
体
30
万
円
を
上
限
と
す

る
額

○
応
募
方
法

　
町
ま
ち
づ
く
り
課
へ
所
定
の

企
画
書
を
提
出
く
だ
さ
い
。

○
提
出
締
切

　
5
月
8
日
㈬
　
午
後
5
時

○
採
否
決
定

　
審
査
会
を
開
催
し
、
採
否
・

交
付
金
額
を
決
定
し
ま
す
。

○
交
付
決
定

　
６
月
上
旬

○
そ
の
他

　
町
ま
ち
づ
く
り
課
に
交
付
要

綱
（
企
画
書
等
様
式
）
を
準
備

し
て
い
ま
す
の
で
、
交
付
を
希

望
さ
れ
る
団
体
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�
町
ま
ち
づ
く
り
課

　
地
域
づ
く
り
推
進
室

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

42 

─ 

６
６
１
３

元
気
な
若
者
を
応
援
し
ま
す
。

（
↙
）
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・
犬
川
地
区
青
年
団

　
全
日
本
青
年
団
協
議
会
主
催
の

「
日
本
青
年
問
題
研
究
集
会
」
に

参
加
し
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
青

年
団
と
今
抱
え
て
い
る
問
題
や
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
交
付

金
を
受
け
た
３
団
体
が
連
携
し

「
ト
ナ
カ
イ
急
便
」
を
行
う
な
ど

他
団
体
と
の
交
流
も
深
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
「
自
分
た
ち
が
や
っ

て
楽
し
い
こ
と
を
す
る
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　
3
月
20
日
、
川
西
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
川
西
町
を
元
気
に
す

る
若
者
た
ち
の
活
動
報
告
会
を
開
催
し
、
平
成
24
年
度
、
町
の
交
付
金
・

補
助
金
等
を
活
用
し
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
き
た
青
年
層

の
団
体
・
個
人
が
、
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
、
研
修
等
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と

や
成
長
し
た
こ
と
、
見
え
て
き
た
課
題
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

参
加
者
と
活
動
報
告
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

 

・
友‘
ｓ Q

oo Love

　「
や
る
か
ら
に
は
楽
し
く
！
」

を
合
言
葉
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

か
わ
に
し
夏
ま
つ
り
で
は
、
今
ま

で
の
活
動
経
験
を
活
か
し
、
子
ど

も
た
ち
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
・
運
営
し
ま
し
た
。
ま
た
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る

宮
城
県
内
の
若
者
た
ち
と
の
交
流

を
通
し
、
い
ま
、
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

・
か
わ
に
し
塾
わ
げ
し
ゅ

　
活
動
3
年
目
と
な
り
、
自
分
た

ち
の
活
動
の
振
り
返
り
と
更
な
る

成
長
の
た
め
の
勉
強
会
「
寺
子
屋

か
わ
に
し
」
を
実
施
し
、
こ
の
勉

強
会
の
成
果
と
し
て
、
町
内
外
の

お
菓
子
屋
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
「
ス
イ
ー
ツ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
」

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ

れ
全
国
地
域
青
年
実
践
大
賞
「
準

実
践
大
賞
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
た
ち

の
中
だ
け
で
完
結
す
る
の
で
は
な

く
、
異
な
る
世
代
の
人
た
ち
を
巻

き
込
む
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

・
金
田
実
佳
子

（
研
修
先
：
ア
メ
リ
カ
・
ア
ー
バ
イ
ン
）

　
町
国
際
交
流
協
会
の
活
動
を
行

う
中
で
、
ど
う
す
れ
ば
若
者
が
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
参
加
す
る
の
か
、

ま
た
、
外
国
人
と
町
民
が
互
い
に

理
解
が
深
ま
る
の
か
を
考
え
て
お

り
、
人
種
の
る
つ
ぼ
で
あ
る
ア
メ

リ
カ
を
研
修
先
と
し
ま
し
た
。
こ

の
研
修
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と
を

国
際
交
流
協
会
の
事
業
な
ど
に
提

案
し
て
い
く
と
と
も
に
、
現
地
で

知
り
合
っ
た
方
々
と
の
交
流
を
継

続
し
、
川
西
町
の
魅
力
を
海
外
に

発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。（
↖
）

◆ 

若
者
未
来
塾
交
付
金
事
業
活
動
報
告

◆
青
年
海
外
研
修
事
業

活
動
報
告
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　商
工
観
光
主
幹

　奥
村

　正
隆

　
　商
工
労
政
主
査

　安
部
博
之

　観
光
振
興
主
査

　色
摩
良
一

　主
事

　小
林
善
久
、

　
　高
橋
和
久
　主
事
補
　塚
田
健
太
郎
（
新
規
採
用
）

農
地
課
　課
長
　大
崎
顯
一

　農
地
主
幹
　鈴
木
一
雄

　
　農
業
総
務
主
査
　（鈴
木
一
雄
）
　農
地
主
査
　佐
藤
紀
子
　主
事
　米
野
徳
子

　
　主
事
補
　原
田
恭
兵
（
新
規
採
用
）

　農
村
林
務
主
幹
　今
野
辰
也

　
　農
村
整
備
主
査
　齋
藤
富
士
雄
　林
務
主
査
　佐
々
木
伸
治

地
域
整
備
課
　課
長
　濱
田
修

　建
設
管
理
主
幹
　奥
村
邦
彦

　
　都
市
計
画
主
査
　佐
藤
賢
一
　整
備
主
査
　後
藤
毅
　道
路
管
理
主
査
　佐
々
木
満
樹

　
　用
地
主
査
　梅
津
郭
文
　主
任
　平
田
一
則
　建
築
技
師
　伊
藤
敦
　主
事
　朽
木
惇

　
　主
事
補
　長
澤
拓
斗
（
新
規
採
用
）

　上
水
道
主
幹
　江
袋
一
夫

　上
水
道
専
門
員
　山
口
　京
子

　
　上
水
道
主
査
　齊
藤
誠
　主
任
　石
田
英
之
　主
事
補
　渡
部
達
朗
　

　
　水
道
工
手
　山
田
孝
志
　

　下
水
道
主
幹
　伊
藤
勝
彦

　
　下
水
道
主
査
　緒
形
成
美

会
計
管
理
者

　島
貫
順
一

出
納
検
査
課

　課
長

　（島
貫
順
一
）

　出
納
主
幹
　原
田
誠

　
　出
納
主
査
　井
上
明
子

　契
約
検
査
主
幹
　今
井
俊
宏

　
　契
約
検
査
主
査
　（今
井
俊
宏
）

議
会
事
務
局

　事
務
局
長

　平
田
和
雄

　事
務
局
長
補
佐

　後
藤
哲
雄
　議
事
調
査
主
査
（
後
藤
哲
雄
）
　主
査
（
藤
﨑
良
子
）

監
査
委
員
事
務
局
　事
務
局
長
　（平
田
和
雄
）

　事
務
局
長
補
佐

　藤
﨑
良
子
　監
査
主
査
（
藤
﨑
良
子
）

　主
査
（
後
藤
哲
雄
）

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
　書
記
長
　（島
貫
啓
一
）

　書
記
長
補
佐

　（井
上
憲
也
）
　選
挙
主
査

　田
中
和
広

　書
記

　（今
野
正
登
）

　（鈴
木
千
恵
子
）（
齋
藤
政
浩
）（
堀
内
広
幸
）（
内
谷
浩
美
）（
有
坂
強
志
）（
大
河
原
孝
如
）

　（寒
河
江
哲
也
）（
鈴
木
ル
ミ
子
）（
奥
村
大
祐
）（
関
川
守
）（
金
子
春
香
）

農
業
委
員
会
事
務
局

　事
務
局
長

　（大
崎
顯
一
）

　事
務
局
長
補
佐

　（鈴
木
一
雄
）
　農
業
総
務
主
査

　（鈴
木
一
雄
）

　

　農
地
主
査
　（佐
藤
紀
子
）
　職
員
　（今
野
辰
也
）（
齋
藤
富
士
雄
）（
佐
々
木
伸
治
）

　（米
野
徳
子
）（
原
田
恭
兵
）

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課
　課
長
　栗
田
政
弘

　教
育
総
務
主
幹
　緒
形
信
彦

　
　教
育
総
務
主
査
　鈴
木
優
徳
　指
導
主
事
　紺
野
健
　主
任
　佐
々
木
裕
子

　教
育
施
設
主
幹
　吉
田
良
司

　
　教
育
施
設
主
査
　金
子
満
博

　子
育
て
支
援
主
幹
　髙
橋
久
子

　
　子
育
て
支
援
主
査
　梶
山
由
美
　主
事
　市
川
遥
　

幼
稚
園
・
保
育
所
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

【
美
郷
幼
稚
園
】
園
長
　髙
橋
裕
子
　副
園
長

　松
浦
啓
子

　専
門
員
（
教
諭
）

菅
井
真
紀
子  

主
査
（
教
諭
）
吉
田
玲
子
、
久
坂
部
令
子
、
八
巻
薫
、
須
貝
真
希
　教
諭

中
川
沙
織 【
北
斗
幼
稚
園
】
園
長 

大
津
加
君
子
　副
園
長 

寒
河
江
幸
子

　専
門
員

（
教
諭
）
牛
澤
京
子
　主
査
（
教
諭
）
小
方
恵
美
子
、
梅
津
泉
【
小
松
保
育
所
】
所
長  

佐
藤
ま
り
こ 

副
所
長 

淀
野
洋
子

　専
門
員
（
保
育
士
）
安
部
美
智
子
、
我
妻
節
子

主
査
（
保
育
士
）
小
形
弘
子
、
齋
藤
美
貴
子
、
土
田
江
里
子
　主
任
（
保
育
士
）
丹
野
小
織
、

島
貫
由
佳
里
、
井
上
千
穂
　保
育
士
　星
野
真
紀
、
大
沼
晴
美
　調
理
師
　松
木
泉
、 

　

齋
藤
久
美
　【玉
庭
へ
き
地
保
育
所
】
所
長
　遠
藤
の
ぶ
　副
所
長
　梅
津
智
子
　

主
任
（
保
育
士
）
藤
田
江
里
　【子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】 

所
長  （
栗
田
政
弘
）

小
学
校
・
中
学
校

　

【
小
松
小
学
校
】
　調
理
師

　蔵
田
明
美
、
佐
藤
恵
、
舩
山
美
香
　用
務
員
　徳
永
敬
司

【
大
塚
小
学
校
】
　調
理
師

　小
林
美
紀
子
、
奥
村
千
枝
子
　【犬
川
小
学
校
】
　調
理
師

小
林
貴
美
子
　【吉
島
小
学
校
】
　調
理
師

　髙
橋
美
和
、
平
田
あ
や
子
　用
務
員
　菅

野
研
二
郎
　【中
郡
小
学
校
】
　調
理
師

　鈴
木
祐
子
、
巻
田
千
香
子
　用
務
員
　松
田

一
志

　【高
山
小
学
校
】
　調
理
師

　神
保
美
由
紀

　【東
沢
小
学
校
】
　調
理
師

　髙

橋
泰
子

　【玉
庭
小
学
校
】
　調
理
師

　後
藤
久
美
子

　【川
西
中
学
校
】
　調
理
師

　

大
河
原
妙
子
、
安
達
百
合
、
那
須
万
里
子

　用
務
員

　笹
木
誠

平
成
25
年
３
月
31
日
付
け
退
職
者

髙
橋
栄
一
（
事
務
局
長
）、
大
河
原
壽
男
（
課
長
）、
関
川
忠
幸
（
会
計
管
理
者
）、
小
関
忠

（
課
長
）、
渡
部
秀
子
（
主
幹
）、
村
上
美
千
代
（
主
幹
）、
藤
田
宥
宣
（
主
幹
）、
飯
澤
眞
知

子
（
主
査
）、
柴
田
卓
朗
（
主
査
）
青
木
宏
子
（
調
理
師
）、
冨
樫
弘
子
（
調
理
師
）

町報かわにし　6平成２５年４月１５日

平
成
25
年
度

　川
西
町
職
員
配
置

町
　長
　原
　田
　俊
　二
　
　副
町
長
　髙
　橋
　
　
　款

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　教
育
長
　小
　野
　庄
　士

調
整
監
　島
貫
啓
一

総
務
課
　課
長
　（島
貫
啓
一
）

　行
政
管
理
主
幹

　井
上
憲
也

　
　総
務
主
査
　有
坂
強
志
　主
査
　（田
中
和
広
）
　主
任
　鈴
木
ル
ミ
子
、
奥
村
大
祐
　

　
　主
事
　金
子
春
香

　危
機
管
理
主
幹

　齋
藤
政
浩

　
　危
機
管
理
主
査

　大
河
原
孝
如

　情
報
管
理
主
査

　（齋
藤
政
浩
）

　主
事

　関
川
守

　

　財
産
管
理
主
幹

　今
野
正
登

　土
地
管
理
専
門
員

　堀
内
広
幸

　
　施
設
管
理
主
査

　寒
河
江
哲
也

　自
動
車
運
転
手

　竹
田
博
昭
、齋
藤
広
則
、竹
田
牧
人
、

　
　川
﨑
政
弘

総
務
課
付
（
置
賜
広
域
病
院
組
合
派
遣
）

主
幹

　淀
野
芳
広
、
五
十
嵐
義
文
　主
査

　丹
野
孝
一
、
伊
藤
聡
子
、
髙
橋
豊
文

総
務
課
付
（
山
形
県
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
派
遣
）

主
任

　髙
橋
陽
一

総
務
課
付
（
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
川
西
消
防
署
併
任
）

課
長

　鈴
木
秀
次

　主
幹

　渡
部
恭
介
　主
査

　小
林
寿
昭

企
画
財
政
課

　課
長

　遠
藤
勝
則

　政
策
調
整
主
幹

　滝
田
浩
一

　
　政
策
調
整
主
査

　金
子
征
美

　広
報
統
計
主
査

　會
田
美
由
紀

　主
任

　神
尾
亜
希
之

　
　主
事

　小
林
由
惟

　経
営
管
理
主
幹

　（遠
藤
勝
則
）

　
　改
革
推
進
主
査

　髙
橋
和
恵

　財
政
主
査

　中
山
宗
隆

　主
任

　米
野
宏

　

　
　主
事

　江
袋
征
太

ま
ち
づ
く
り
課

　課
長

　鈴
木
清
隆

　地
域
づ
く
り
推
進
室
長

　髙
橋
光
好

　
　地
域
づ
く
り
推
進
主
査

　小
林
俊
一

　交
流
推
進
主
査

　（髙
橋
光
好
）

　
　主
任

　中
野
ゆ
か
り
、小
形
崇
洋

　主
事

　平
間
恵

　主
事
補

　須
貝
健
斗（
新
規
採
用
）

　生
涯
学
習
主
幹

　佐
東
順
子

　
　生
涯
学
習
主
査

　近
祐
子

　生
涯
ス
ポ
ー
ツ
主
査

　齋
藤
雅
美

　

　
　文
化
振
興
主
査

　齊
藤
敏
明

住
民
生
活
課
　課
長
　鈴
木
浩
之

　住
民
生
活
主
幹

　鈴
木
千
恵
子

　
　戸
籍
住
民
主
査
　内
谷
浩
美
　生
活
安
全
主
査
　前
山
律
雄
　主
任
　鈴
木
和
子
、

　
　玉
木
和
威
　主
事
　孫
田
之
絵
、
須
貝
真
奈
美
　主
事
　梅
津
智
史

　環
境
衛
生
主
幹

　阪
野
正
則

　
　環
境
衛
生
主
査
　鈴
木
玄
　主
事
補
　大
平
麻
人
（
新
規
採
用
）

税
務
収
納
課
　課
長
　佐
藤
善
朗

　町
税
主
幹

　原
田
智
和

　
　住
民
税
主
査
　渡
部
浩
明
　資
産
税
主
査
　小
倉
繁
樹
　主
任
　寒
河
江
陽
子
、

　
　菊
地
絵
梨
子

　主
事

　髙
橋
利
幸
、
竹
田
智
弘
、
髙
橋
司

　
　主
事
補

　鈴
木
健
久
朗
（
新
規
採
用
）

　収
納
主
幹

　針
生
富
雄

　
　収
納
主
査

　黒
澤
直
樹

　主
任

　一
條
恵
美

　山
田
耕
司

　主
事

　鷲
尾
優

健
康
福
祉
課

　課
長

　金
子
正
人

　福
祉
主
幹

　大
滝
治
則

　
　福
祉
主
査

　安
藤
美
樹

　主
任

　齋
藤
久
美
子
、
竹
田
紀
子

　主
事

　平
山
敦
子
、

　
　

　
　田
宮
悠
佑

　尾
形
絵
里
子

　医
療
給
付
主
幹

　青
木
暑
子

　
　医
療
給
付
主
査

　嵐
孝
久

　主
任

　大
友
登
貴
子

　主
事

　村
田
麻
美
、
今
野
あ
い

　健
康
主
幹

　（金
子
正
人
）

　
　健
康
主
査

　井
上
道
子
、
小
野
久
仁
子

　主
任
（
保
健
師
）

　推
名
志
保

　

　
　保
健
師

　吉
村
恵
美
子
、
齋
藤
美
咲

　管
理
栄
養
士

　原
美
沙
子
（
新
規
採
用
）

　介
護
支
援
主
幹

　栗
田
純
子

　
　介
護
支
援
主
査

　加
藤
元
康

　主
任

　中
山
恵

　主
事

　平
百
合

　
　主
事
補

　佐
田
宗
人
（
新
規
採
用
）

　

　地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

　（金
子
正
人
）

　
　副
所
長

　（栗
田
純
子
）

　包
括
支
援
主
査

　淀
ひ
ろ
み

　主
任

　（保
健
師
）
岡
﨑
ま
き

　健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長

　（金
子
正
人
）

産
業
振
興
課

　課
長

　山
口

　俊
昭

　６
次
産
業
推
進
室
長

　内
谷

　新
悟

　
　６
次
産
業
推
進
主
査

　坂
野
成
昭

　ブ
ラ
ン
ド
推
進
主
査

　佐
藤
豊
（
県
か
ら
派
遣
）

　
　主
事
補

　勝
見
渡
（
新
規
採
用
）

　農
業
主
幹

　遠
藤
準
一

　
　経
営
支
援
主
査

　竹
田
真
也

　生
産
振
興
主
査

　大
友
勝
治

　主
事

　佐
藤
朋
和
、

　
　田
村
直
之
、
鈴
木
栄
、
渡
部
大
、
千
葉
有
生
子
、
主
事
補

　髙
橋
知
希
（
新
規
採
用
）



平成２５年４月１５日9　町報かわにし

○対象者
次のすべての要件に該当する方が対象となります。
・世帯主が満４０歳未満の若者夫婦世帯
・町外に１年以上居住し町内に移住する方
　または、町内の賃貸住宅に居住している方
・５年以上居住する意思のある方
○補助内容
　【基本補助】
　１．新築又は新築建売住宅購入　６０万円
　２．中古住宅購入　２０万円
　【加算補助】
　１．入居時に義務教育終了前の子を養育し、
　同居している方　加算額２０万円

○その他
町の住宅関連補助事業等については、次のとおりです。
各事業の要件を満たす場合は、併用可能です。各事業内
容については、「平成２５年度町の仕事と予算」をご覧
ください。
①住宅建設支援事業（地域整備課建設管理グループ ）
②木材製品利用住宅建築奨励助成（農地課農村林務グループ ）
③移住推進空き家利活用支援事業（まちづくり課地域づくり推進室 ）
④合併処理浄化槽設置補助（地域整備課下水道グループ ）
⑤下水道事業受益者負担金の免除（地域整備課下水道グループ ）
○受付開始：平成２５年４月１５日㈪
　　　　　　予算の範囲内で交付します。
○申請方法：下記担当課窓口に備え付けの申請書にご記
入のうえ、ご提出ください。

まちからのお知らせ
town information

平成２５年度川西町住宅建設支援事業

○活用の参考例：町外に居住する家族（３０代夫婦で義務教育終了前の子１人を養育し同居）が町内に新築
住宅を建築し居住する場合。併せて、その他①②④を併用した場合。

○対象者
・町内に自ら居住する持家住宅の新築、リフォーム等
　工事を行う方
・町内の施工業者と契約する方。ただし、県補助のみ
　を受ける場合は、県内の施工業者と契約する方
・工事費１０万円以上の工事を行う方
・町税の滞納がない方
・平成２４年度川西町住宅建設支援事業による補助金
　を受けていない方
・平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日まで
　の間、住宅１戸につき１回に限って交付します。

○補助内容
①町補助のみを受ける場合は、工事費の２０％
　（上限額１０万円）
②県補助のみを受ける場合は、工事費の１０％
　（上限額２０万円）
③町補助と県補助の両方を受ける場合
　町補助額は工事費の１０％（上限額１０万円）に上
　記②県補助額を合わせた交付となります。
※県補助を受ける場合は、次の５つの要件のうちいず
　れかを満たすことが必要です。
　【部分補強（耐震）、省エネ、バリアフリー化、県産
　木材使用、克雪化】

問町地域整備課 建設管理グループ ☎４２－６６４７

平成２５年度川西町若者向け住宅支援事業

○活用の参考例：工事費が２００万円のリフォーム工事の場合（町・県両方の補助を受ける場合）
　町補助１０万円　＋　県補助２０万円　＝　補助額３０万円

　　　　　　　　　　（２００万×１０％）   （２００万×１０％）

購入物件 １. 若者向け住宅
　支援事業

１. 義務教育終了前
　の子を養育し同居

①住宅建設支援 
　事業

②木材製品利用住
　宅建築奨励助成

④合併処理浄化
　槽設置（５人槽）

  補助合計額

新築住宅 ６０万円
【基本補助】

２０万円
【加算補助】

１０万円
（併用）

３０万円
（併用）

３５万２千円
（併用）

１５５万２千円

問町地域整備課 建設管理グループ ☎４２－６６４７

○受付開始：平成２５年４月１５日㈪
　　　　　　予算の範囲内で交付します。

○申請方法：下記担当課窓口に備え付けの申請書にご
記入のうえ、ご提出ください。

町 街 まちのニュース

　
４
月
７
日
、
平
成
25
年
度
川
西
町
消
防
団

辞
令
交
付
式
が
、
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
町
長
か
ら
齋
藤
二
男
新
団
長
に

辞
令
が
交
付
さ
れ
、
そ
の
後
、
齋
藤
団
長
か

ら
消
防
団
幹
部
と
新
団
員
の
皆
さ
ん
に
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
入
団
員
は

女
性
2
名
を
含
め
て
39
名
。

　
辞
令
交
付
後
、
各
部
門
に
分
か
れ
て
研
修

会
が
行
わ
れ
、
新
入
団
員
は
、
消
防
で
の
基

礎
的
な
動
き
や
消
防
団
員
と
し
て
の
心
得
を

学
び
ま
し
た
。
町
内
で
は
現
在
　
名
の
消
防

団
員
が
、
町
民
の
生
命
や
大
切
な
財
産
を
守

る
た
め
活
動
し
て
い
ま
す
。
消
防
団
員
の
皆

さ
ん
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

▲辞令を受ける消防団新団員の皆さん

４／７

町
民
の
命
と
財
産
を
守
る
消
防
団
員
に
辞
令
交
付

～
消
防
団
辞
令
交
付
式
～

　
３
月
29
日
、
町
と
一
般
社
団
法
人
山
形
県

解
体
工
事
業
協
会
と
の
間
で
、
災
害
時
協
力

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
災
害
時
に
町
の
要
請
が

あ
れ
ば
、
人
命
救
助
活
動
等
に
対
す
る
人
的

支
援
、物
的
支
援
及
び
技
術
的
支
援
の
提
供
、

被
災
し
た
建
築
物
等
の
解
体
、
災
害
廃
棄
物

等
の
撤
去
に
つ
い
て
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
置
賜
管
内
で
は
、
米
沢
市
に
次
い
で
２
番

目
、
県
内
で
は
、
新
庄
市
、
山
形
市
、
河
北

町
、
米
沢
市
、
酒
田
市
に
次
い
で
、
６
番
目

の
協
定
締
結
自
治
体
と
な
り
ま
し
た
。

▲災害への万全の備え

３／２９

　
４
月
１
日
に
、
東
沢
小
学
校
が
川
西
町
教

育
委
員
会
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
県
内
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の

指
定
に
よ
り
、
地
域
住
民
、
保
護
者
が
学
校

の
運
営
に
関
し
て
一
定
の
責
任
と
権
限
を
持

ち
、
学
校
運
営
に
参
画
し
ま
す
。
同
校
は
、

こ
れ
ま
で
も
地
域
の
強
力
な
支
援
に
よ
り
多

様
な
教
育
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、今
後
、

よ
り
一
層
「
地
域
と
と
も
に
あ
る 

学
校
づ

く
り
」
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

▲教育委員会より辞令を受ける柏倉校長

４／１

県
内
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
誕
生

～
東
沢
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
辞
令
交
付
式
～

▲ひなめぐり会場での玉庭小児童の演奏

３／２３
２４

　
３
月
23
日
、
24
日
に
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
今
年
で

15
回
目
を
数
え
る
イ
ベ
ン
ト
。
町
内
外
か
ら

多
く
の
方
が
10
箇
所
の
会
場
を
訪
れ
、
漬
物

や
煮
物
な
ど
あ
た
た
か
い
お
も
て
な
し
や
趣

の
あ
る
ひ
な
人
形
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
回
の
雛
め
ぐ
り
に
は
、
町
内
の
元
気
な

女
性
が
集
ま
っ
た
「
女
性
未
来
委
員
会
」
も

参
加
し
、
一
つ
の
会
場
を
担
当
し
ま
し
た
。

そ
の
会
場
で
は
、
雛
カ
フ
ェ
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
、
女
性
目
線
で
お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ

や
コ
ー
ヒ
ー
を
用
意
し
、
訪
れ
た
人
を
大
い

に
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

温
か
い
お
も
て
な
し
と
優
雅
な
雛
を
堪
能

～
玉
庭
ひ
な
め
ぐ
り
～

一
般
社
団
法
人
　山
形
県
解
体
工
事
業
協
会
と

災
害
時
協
力
協
定
を
締
結

589
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食生活改善推進員養成講座受講生を
募集します
　町では、食生活改善推進員養成講座の受講生を
募集しています。
　「最近メタボが気になる」「乳児期からシニア世
代までバランスのよい食事を学びたい」「地域の
ために活動したい」という皆さん、食に関する知
識を、仲間と一緒に学んでみませんか？
　調理実習や運動、講話など楽しい講座が盛りだ
くさんです。どなたでも参加できますので、気軽
にお申し込みください。
○開催予定日：６月７日㈮、６月２６日㈬、
　　　　　　　７月３日㈬、７月３１日㈬、
　　　　　　　８月２７日㈫、９月１１日㈬
○時間：午前９時３０分～午後２時（昼食含む）
○場所：川西町農村環境改善センター、
　　　　生きがい交流館
○定員：先着２０名
○受講料：実習ごとに２００円（実習は４回予定）
○申込期限：５月２４日㈮
※申込みされた方には、後日詳細をお知らせしま
す。
問町健康福祉課 健康グループ ☎４２－６６４０

●

５月３日川西町成人式

○期日：５月３日㈮・祝日
○場所：フレンドリープラザ
○対象者：平成４年４月２日から平成５年４月１日
までに生まれた町内在住者及び町立中学校卒業者

【日程】
受付　　　午前９時３０分～
記念撮影　午前９時４５分～
式典　　　午前１０時３０分～１１時
記念行事　午前１１時１０分～１２時００分
※今年の成人式の対象者には、４月上旬にご案内
状を発送しています。
問町まちづくり課 生涯学習グループ ☎４２－６６６８

川西町６次産業相談会を開催します
　町では、６次産業の推進に向けて、先進地研修
や６次産業化セミナーなどの人材育成研修、具体
的な事業実施のための支援を行っております。平
成２４年度では、農産加工の生産拡大、新規部門
の創設、起業の取り組みや直売所を中心とした販
売拡大事業に対する補助事業を実施しました。
　今年度も支援策を継続して行います。６次産業
の取り組みを検討している方は、下記の日程で開
催しますので、お気軽に相談ください。
　相談会は農業者限定ではありませんので、地元
農産物を利用して加工を始めたい方などのご相談
にも応じます。

※居住地区にかかわらず、どの会場にお越しいた
だいても構いません。
問町産業振興課 ６次産業推進室 ☎４２－６６９６

期　日 時　間 場　所

４月２２日㈪ 午後１時３０分～
午後４時３０分

大塚地区交流センター
治平館（第１会議室）

４月２３日㈫ 午後１時３０分～
午後４時３０分

犬川地区交流センター
えぐべ（老人室）

４月２４日㈬ 午後１時３０分～
午後４時３０分

中郡地区交流センター
みずほ（老人室）

４月２５日㈭ 午後１時３０分～
午後４時３０分

玉庭地区交流センター
四方山館（１階会議室）

４月２６日㈮ 午後１時３０分～
午後４時３０分

東沢活性化センター
（会議室）

４月３０日㈫ 午後１時３０分～
午後４時３０分

吉島地区交流センター
きらり（老人室）

５月１日㈬ 午後１時３０分～
午後４時３０分 中央公民館（視聴覚室）

●

パソコン講座初級受講生募集
　初めてパソコンにチャレンジする方を対象と
した初級の講座です。
○日時・内容：５月１３日㈪、１４日㈫
　各日とも午前１０時～午後３時
○内容：文字の入力やインターネット、電子メー
ルの使い方を学びます。
○場所：中央公民館４０１号室
○参加費：無料
○定員：各回１０名（先着順）
○運営：㈱ニューメディア
○申込方法：氏名と連絡先を電話でお申し込みく
ださい。※平成２５年度のパソコン講座は隔月
奇数月に初級と中級の講座を開催する予定です。

問町まちづくり課 地域づくり推進室 ☎４２－６６１３

●

まちからのお知らせ
town information
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今月から平成２５年度町税の課税が
始まります
　今月は軽自動車税の納付月です。納期限は４月
３０日㈫（口座振替の方も４月３０日が振替日）
になりますので、早めの納付や口座残高の確認を
お願いします。なお、振替日を過ぎますと、再度
の振替はできなくなりますのでご注意ください。
税金は川西町をよりよい街にするための大切な財
源です。納め忘れがないようご理解とご協力をお
願いします。

税金の納め忘れはありませんか？
　平成２４年度の町税等の納付は４月１日㈪で終
了となりましたが、納め忘れがないか再度確認を
お願いします。
本町では、町税等の納め忘れを防止するために今
月から５月末まで、重点的に未納者宅を訪問して
います。万一納め忘れがありましたら、早急に納
付いただくか、下記までご連絡をお願いします。
納付催告後、未納のままにしておきますと、差押
等の法的措置により強制的に納めていただく場合
がありますのでご注意ください。
問町税務収納課 収納グループ ☎４２－６６３４

●

危険物取扱者試験
試験種類：甲種・乙種（全類）・丙種

【第１回】
○試験日：６月１５日㈯　午前中
○試験地：米沢市、東根市
○願書受付期間：５月１日㈬～１６日㈭

【第２回】
○試験日：６月２２日㈯　午前中
○試験地：山形市、鶴岡市
○願書受付期間：５月１３日㈪～２３日㈭

【第３回】
○試験日：７月１３日㈯　午前中
○試験地：寒河江市、酒田市
○願書受付期間：６月３日㈪～１３日㈭

【第４回】
○試験日：７月２０日㈯　午前中
○試験地：新庄市、長井市
○願書受付期間：６月１０日㈪～２０日㈭

試験準備講習会
○期日：①乙種第４類　６月３日㈪、４日㈫
　　　　②丙種　　　　６月４日㈫
○場所：米沢市すこやかセンター
○定員：①乙種第４類　１００名
　　　　②丙種　　　　　２０名
○受付締切：５月１７日㈮（定員になり次第締切）
問川西町危険物安全協会事務局（置賜広域行政事
務組合川西消防署内） ☎４２－３７００

甲種防火管理講習
○期日：５月３０日㈭～３１日㈮
○場所：米沢市すこやかセンター
○定員：１００名
○受付期間：５月７日㈫～２０日㈪
問山形県消防設備協会 ☎０２３－６２９－８４７７

●

川西町スポーツごみ拾い大会を
開催します
　チームで制限時間内に、決められたエリア内で
協力してごみを拾い、ごみの種類と重さでポイン
トを競うスポーツです。
　ルールも簡単で、環境美化にも貢献でき、どな
たでも楽しめます。お誘い合わせのうえ、ふるっ
てご参加ください。
　上位入賞チームには賞品を差し上げます。
○日時：４月２１日㈰
　　　　午前１０時３０分～午後０時３０分
※小雨決行（雨具をご用意ください） 
○集合場所：川西町総合運動公園
○参加対象：どなたでも参加できます 
○参加料：無料 
○申込方法：１チーム６名以内で、参加申込用紙
により４月１８日㈭までお申し込みください。
※参加申込書は、役場窓口・各地区交流センター
に設置しています。チームメンバーには大人を１
名以上加えてください。トング、ゴミ袋、軍手は
準備します。 
問町住民生活課 環境衛生グループ ☎４２－６６１８

●

春季消防演習
○日時：４月２８日㈰　
　　　　午前８時４５分～１１時４５分
○場所：火災防ぎょ訓練、分列行進（上小松美女
　　　　木地内）、式典（多目的運動場）
　　　　※雨天時、式典は町民総合体育館
問置賜広域行政事務組合川西消防署 ☎４２－３７００

●



平成２５年４月１５日13　町報かわにし

高齢者の肺炎球菌予防接種費用を一部助成します
　町では、肺炎球菌予防接種にかかる費用の一部を助成します。
　肺炎球菌は、肺炎や気管支炎などを引き起こします。特に高齢者がこの菌による肺炎にかかると重症化し
やすいといわれています。
○助成期間：平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日
○対象者：平成２５年４月１日現在満７５歳以上の方　※次の項目に当てはまる方は除きます。
・川西町に住所がない方　・過去に町の助成を受けて肺炎球菌予防接種を受けた方
・肺炎球菌予防接種に対し健康保険の適用がある方
※ 脾

ひ ぞ う
臓を摘出している方は主治医にご相談ください。

○助成額：町からの助成額は３，０００円（一人につき 1 回限り）です。
　接種費用との差額は自己負担になります。接種費用は、医療機関により異なりますので、各医療機関にお

問合わせください。（接種費用６，０００円～９，０００円程度）
○手続方法：接種を希望される方は、電話等により町健康福祉課に「助成券」の交付をお申し込みください。

（電話受付：４月１５日㈪から　平日　午前８時３０分～午後５時）
「助成券」がお手元に届きましたら、医療機関を予約してください。接種当日、医療機関の窓口に「助成券」
を提示し、接種後、窓口で差額を支払います。
○医療機関：接種可能な医療機関については、「助成券」送付の際にお知らせします。

＜接種上の注意＞
・必ず、事前に「助成券」の交付を受けてください。「助成券」を医療機関に持参しないと助成を受けられません。
・この予防接種は、希望する人だけが受ける任意接種です。かかりつけ医等とよく相談し接種を受けてくだ
さい。
・肺炎球菌予防接種は 1回の接種で 5年間免疫が持続するといわれています。インフルエンザ予防接種の
ように、毎年接種する必要はありません。

問町健康福祉課 健康グループ ☎４２－６６４０

鯉のぼりをお譲りいただける方を
探しています

　置賜公園で毎年恒例となった鯉のぼりですが、
年月が経ち色があせてきています。
　使わなくなった鯉のぼりや、眠っている鯉のぼ
りをお譲りいただける方、お知り合いにそのよう
な方がいる方はぜひお知らせください。
問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５

●

交流事業を募集します
　やまがた里の暮らし推進機構では、交流人口の
拡大を推進するため、町民の皆さんが行う交流事
業を応援します。
○交付金額：①当機構から交付金を受けた事のな

い事業（上限１０万円）②当機構から交付金を
受けた事のある事業（上限５万円）

○募集件数：予算の枠内で交付
○対象事業：①町民と町外住民・町内住民同士が

交流する事業②町民と町外住民が新たに交流を
行うきっかけとなる事業③その他、目的に沿っ
た内容と認められる事業

○申込方法：申請書は下記までお問い合わせいた
だくか、やまがた里の暮らし推進機構ホームペ
ー ジ（http://www.satonokurashi.jp） か ら
もダウンロードできます。

○申込期限：５月２４日㈮ 午後５時 ( 当日消印有効 )
問やまがた里の暮らし推進機構 ☎５４－３００６

●

まちからのお知らせ
town information
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水道メーター検針の
再開時期について
　４月から水道メーター検針を再開する予定で
したが、昨年からの豪雪により今年度も５月か
ら検針を再開させていただきます。
○検針日
　５月１５日㈬から
　　→大塚・犬川・中郡・吉島地区
　５月２５日㈯から
　　→小松・玉庭・東沢地区
○注意
　積雪により漏水が発見しにくい状況となって
おりますので、下図を参考に水道メーターをご
確認いただき、漏水がないかご確認ください。
なお、５月の検針にて冬期間に概算でいただい
ていた料金の精算を行います。精算方法につい
ては次のとおりです。
①前年１１月検針日から５月検針日までの使用
水量を、６ヶ月間で平均した水量で冬期間各月
の料金を再計算します。
②上記で再計算した料金の合計金額より、１２
月分から４月分までの概算料金の合計を差し引
いた金額が５月分の精算料金となります。( 実際
に納付いただくのは６月になります。）
③精算料金より概算料金で納付いただいた金額
の方が多い場合は、５月以降の料金で調整（充当）
させていただきますのでご了承ください。

パイロット

※中央の銀色のボタン（中央に赤い点）のよう
なものはパイロットといい、水を使っていると
きには回転します。
水を使っていないときに回転している場合は、
漏水の可能性があります。
漏水が疑われる場合は、水道修理工事店に修理
を依頼してください。

問町地域整備課 上水道グループ ☎４２－６６５３

米沢少年少女発明クラブ
平成２５年度クラブ員を募集します
　米沢少年少女発明クラブは、子どもたちの創意
工夫の能力を高めるために、科学学習をたくさん
取り入れた「ものづくり」学習を行います。一緒
に楽しく学びませんか？
○主催：米沢少年少女発明クラブ、㈳米沢工業会
○対象：小学４年生～中学３年生の児童、保護者
○活動日：土曜日　午後１時３０分～４時まで
　　　　　（月２回程度）
○活動場所：山形大学ものづくりセンター A 棟２F
○活動内容：プラモデル・電子工作の経験により

クラス分けを行い、山形大学工学部の先生、ほ
かいろいろな先生に教えていただきます。

○年会費：３，０００円
※保護者も一緒の場合５，０００円
○申込締切：５月２日㈭
※なお、定員（３０名程度で先着順）になりまし
たら締切とさせていただきます。
○入校式：５月１１日㈯　午後１時３０分～
※後日、各個人宛にご案内します。
●申込・問合先：㈳米沢工業会 ( 山形大学工学部
同窓会 ) ☎２２－７８６６
問町産業振興課 商工観光グループ ☎４２－６６４５
※川西少年少女発明クラブは運営上の都合により
２４年度をもって解散しました。今までお世話に
なりました皆様ありがとうございました。

●

ＰＭ２. ５注意喚起について
　山形県では、国の微小粒子状物質（PM2.5）
に関する注意喚起に係る暫定指針を踏まえ、県内
において、PM2.5 濃度が暫定基準（日平均値 70
μ g/ ｍ 3）を超えると予測される場合に、注意
喚起情報をお知らせすることとしました。
　これまで基準を越える値は観測されていません
が、注意喚起があった場合にはなるべく外出や屋
外での長時間の運動を控えるようお願いします。

【注意喚起の実施について】
　毎朝の測定結果をもとに予測を行い、暫定基準
を超えると予測される場合には、当日の午前７時
３０分頃までに、山形県ホームページ「本県にお
ける PM2.5（微小粒子状物質）の測定状況につ
いて」へ注意喚起情報を掲載するとともに、ニュ
ース・ラジオ等で速やかに情報提供します。
問山形県環境エネルギー部 水大気環境課
☎０２３－６３０－２３３８

●

●

●
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　もうすぐ桜の季節、、、本町には、素晴らし
い桜がたくさんありますが、知る人ぞ知る「立
岩高原の石割桜」を紹介します。
　立岩高原は、玉庭地区の南に位置し、美し
い自然が残る場所です。立岩高原の目玉は何
といっても「石割桜」。石割桜は、日本でも
数少ない石の間から力強く幹が伸びる桜で、
桜の季節になると、町外からも多くの方が訪
れる観光スポットにもなっています。
　また５月から７月にかけては、伊藤健一さ
ん所有のわらび園も開園し、「食べて」も「採っ
て」も楽しむことができます。
　ぜひ川西の名所「立岩高原」にお越しくだ
さい。
　　　 憩いの玉庭さ
　　　 ござっとごえ～

　　　代表：伊藤健一さん▶
※場所見頃時期は詳しくは下記までお問い合わ
せください。
問ＮＰＯ法人玉庭いこいの里 ☎３１－２３８１

本町の名所を紹介します「立岩高原の石割桜」

　　　 憩いの玉庭さ
　　　 ござっとごえ～
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定例監査の結果をお知らせします
○監査の種類：地方自治法第１９９条第４項及び川

西町監査の執行に関する条例第２条の規程に基づ
く定例監査

○監査執行期日及び監査対象課等
　平成２５年２月２０日㈬　教育総務課
　平成２５年２月２１日㈭　まちづくり課
○監査委員の氏名
　島貫憲明、髙橋照夫
○監査対象事項
　対象所管課等の主として平成２４年度における財

務に関する事務の執行及び経営に係る事業の管理
に関する次の事項

（１）歳入調定及び収納に関すること。
（２）歳出の予算経理に関すること。
（３）町補助金等の交付決定に関すること。
（４） 支出負担行為における入札及び契約に関すること。
（５）その他、必要と認める事項
○監査の手続き
　各課が所管する財務に関する事務の執行及び経営

に係る事業の管理に関する事項について、適法性、
効率性に留意し関係書類、資料の提出を受け、書
類監査及び関係職員からの聴き取りを行った。

○監査結果
　監査対象事項において、適正に処理されていた。
問町監査委員事務局 ☎４２－６６７４

ご利用ください
固定資産の縦覧制度

　課税されている土地や建物をお持ちの方に、他
の土地や建物の価格との比較を通じて価格の適正
さを判断していただくため「固定資産の縦覧制度」
があります。ご利用ください。

〇期間：５月３１日㈮まで（土・日・祝日を除く）
〇時間：午前９時～午後４時３０分
〇場所：町税務収納課
〇縦覧できる内容
　〈土地〉所在、地番、地目、地積、価格
　〈家屋〉所在、家屋番号、種類、構造、

床面積、価格
〇縦覧できる方
　⑴　平成２５年度（賦課期日 : 平成２５年１月　

　１日現在）において、本町に課税されて　　
いる土地や家屋を所有している方

　⑵　⑴の同居の親族
　⑶　⑴の方が死亡した場合は相続人
　⑷　⑴または⑵の方から委任された方

〇縦覧の申請に必要なもの
　印鑑、本人を証明するもの（運転免許証、健康　
保険証など）
※委任された方の場合は、委任状が必要。
〇費用：無料
〇注意事項
※縦覧帳簿には所有者が記載されていません。所在・
地番、家屋番号を指定してください。
※縦覧帳簿をコピーすることはできません（書き写
しは、差し支えありません）。
※縦覧の目的は、ご自身の所有されている土地や家
屋の価格と他の土地や家屋の価格との比較を通して
評価額が適正かを判断いただくことにありますので、
その他の目的での縦覧はできません。

問町税務収納課 町税グループ ☎４２－６６２４

中央公民館 ｢ 食堂 」の名称変更
について
　中央公民館の「食堂」の名称を４月１日㈪から
「２０１」と変更しました。
申込手続きや使用方法はこれまでと同じですので
よろしくお願いします。

食堂　⇒　２０１
問町教育総務課 教育施設グループ ☎４２－６６５９

川西町消防団長をご紹介します！
　この度、川西町消防団長が寒河江輝文さんに代
わり、これまで副団長の齋藤二男になりました。
　なお、副団長については、長岡弘一さん（再任）、
神野索太郎さん（新任）のお二人です。

新団長の齋藤二男さん

●

●
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地域包括支援センターだより
問町健康福祉課 介護支援グループ内 地

ちいきほうかつしえん
域包括支援センター☎４６－５５１１

いつまでも健やかに住み慣れた地域で生活していけるように、地域包括
支援センターを積極的にご活用ください。

高齢者にかかわる様々な相談に応じます
地域包括支援センターは、高齢者の駆け込み寺のような存在です。
「骨折し入院したら歩けなくなった。家で介護できそうにない・・・」
「最近、食欲がなく寝てばかりいたら床ずれができたけど、どうし
たらいいの？」
「隣の一人暮らしのおばあちゃん、最近姿が見えないけど・・・」
など高齢者の介護、保健、福祉、権利擁護など、高齢者の暮らしに
かかわる相談や問題に対応しています。

役場においでになれない方には、職員がご家庭を訪問し、話を伺うこともできます。
困ったことがあれば、地

ち
域
いき
包
ほう
括
かつ
支
しえん
援センターへまずはお問い合わせください。

薬はきちんと飲んでいますか？
　年をとるとさまざまな病気を併せ持ち、薬の種類や量が増えてし
まいます。薬は指示された量を適切な時間に服用することで、その
効果が発揮されます。薬が大量に残っていたり、逆に飲みすぎて足
りなくなったりしていませんか？
　薬の仕分けに自信がない場合は、主治医にお願いして一包化して
もらうことができます。一度ご家族の方に確認してもらうことも大
切です。薬についての不明な点は、かかりつけの薬局や薬剤師に相
談ください。

老人クラブや地域の集まりに伺います
介護保険のこと、認知症のこと、悪徳商法や成年後見制度のことな
ど、職員等が伺い説明します。お気軽に相談ください。

＊介護保険や介護予防の相談　　＊福祉や保健、医療に関する相談
＊経済的な困窮に関する相談　　＊高齢者の虐待に関する相談や連絡、通報
＊悪徳商法に関する相談　　　　＊金銭管理や契約に関する相談
＊成年後見制度に関する相談　　＊どこに相談したらよいかわからない悩みや心配事
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健康カレンダー 問町健康福祉課 健康グループ
☎４２－６６４０

母子健康手帳交付
〈期　　日〉５月１３日㈪、２７日㈪
〈受付時間〉９：００～１６：３０
〈場　　所〉川西町役場 健康福祉課
〈持 ち 物〉妊娠届出書

ママパパ教室
〈期　　日〉５月２１日㈫
〈受付時間〉１３：１５～１３：３０
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉初妊婦とその夫
〈申込方法〉５月１４日㈫まで電話で申し込み
〈持 ち 物〉母子健康手帳

９・１０か月児健康教室
〈期　　日〉５月２２日㈬
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２４年７月～８月生まれの乳児
〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、おむつ
※日中保育されている方も付き添ってください。

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉５月２３日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉①平成２３年５月生まれの幼児

【受付時間】９：２０～９：３０
②平成２２年５月、平成２２年１１月、

平成２４年３月生まれの幼児ほか
【受付時間】９：３０～１０：００

③妊婦及び夫
【受付時間】９：５０～１０：００

〈持 ち 物〉母子健康手帳、タオル、歯ブラシ
※フッ素を希望者に塗布します（負担金５００円）。
※２歳のお子さんは、うがいや歯みがきの指導があ
りますので１時間程度かかります。

適正受診を心がけましょう

★今月のポイント★

休日や夜間の受診はなるべく控えましょう

医療機関への受診や家庭での対処法について判断に
迷うときは、「小児救急電話相談（＃８０００）」で
専門的なアドバイスを受けることができるので、ご
利用ください。皆さんが必要な時に安心して医療を
受けることができるよう、ご協力をお願いします。

１歳６か月児健康診査
〈期　　日〉５月２４日㈮
〈受付時間〉１３：００～１３：１５
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対 象 者〉平成２３年１０月～平成２３年１１月生まれの幼児
〈申込方法〉５月１４日㈫まで電話で申し込み
〈持 ち 物〉母子健康手帳 子育て支援（旧乳幼児）医療証を交付します

４月末で更新が必要な方は、
１歳児から小学６年生までの
誕生日が４月２日から５月１日生まれの方です。

〈持 ち 物〉①印鑑②お子さんの健康保険証③平成
２４年１月１日に本町に住所がない方は、扶養者の
平成２３年分の所得額と控除額のわかる書類

〈受　　付〉４月２３日㈫～４月３０日㈫
※医療証の有効期限は、お子さんの誕生月の末日ま
でとなっています。有効期限切れの医療証を医療機
関で提示すると、自己負担額を請求される場合があ
りますので、有効期限が切れる前に速やかに更新手
続きをしてください。現在医療証をお持ちでない方
は、下記までお問い合わせください。

〈申請・問合せ先〉
町健康福祉課 医療給付グループ ☎４２－６６４０

予防接種のお知らせ
　以下の予防接種は、下記生年月日になるお子さん
が対象になっております。詳細については、個別に
通知しておりますのでご確認下さい。
＜平成２５年度予防接種対象者＞
◆ジフテリア・破傷風予防接種
　平成１３年４月２日～平成１４年４月１日生まれ

（小学６年生）
◆麻しん風しん予防接種　
　第２期　小学校就学前 1 年間にあるお子さん（年長児）
　平成１９年４月２日～平成２０年４月１日生まれ
◆子宮頸がん予防接種
　平成１２年４月２日～平成１３年４月１日生まれ

（中学１年生女子）
◆日本脳炎予防接種
　第２期　平成７年４月２日～平成８年４月１日
※他の年代については、順次ご案内します。
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長
に
び
っ
く
り
。「
出
会
っ
た

４
月
16
日
㊋
　
み
な
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
！
お
友
達
と
仲
良
く
な
ろ
う
！

４
月
30
日
㊋
　
お
花
見
し
よ
う
・
・
・
お
に
ぎ
り
ラ
ン
チ
！

※
テ
ラ
ス
で
お
弁
当
を
食
べ
ま
す
。
お
弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

５
月
10
日
㊎
　
ミ
ニ
講
座
「
子
ど
も
の
命
を
守
る
救
急
救
命
講
座
」

ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

町
長

　原

　田

　俊

　二

　
八
日
は
強
風
が
吹
き
荒
れ
、
寒
さ
が
身
に

し
み
る
中
、
小
学
校
、
中
学
校
の
入
学
式
が
、

九
日
は
一
転
春
の
陽
気
の
中
置
賜
農
高
の
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
百
二
十
一

人
中
学
生
百
六
十
五
人
置
農
生
百
十
六
人
の

新
し
い
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

緊
張
と
希
望
に
満
ち
た
出
発
に
大
き
な
拍
手

を
送
り
ま
し
た
。 

　
春
の
人
事
異
動
で
置
賜
広
域
病
院
組
合
新

澤
陽
英
医
療
監
、
寒
河
江
輝
文
川
西
町
消
防

団
長
、
そ
よ
風
の
森
遠
藤
良
春
荘
長
が
ご
勇

退
さ
れ
、
こ
の
四
月
か
ら
新
た
に
渋
間
久
医

療
監
、
齋
藤
二
男
消
防
団
長
、
米
野
邦
宏
荘

長
を
迎
え
業
務
が
始
ま
り
ま
し
た
。
医
療
、

消
防
、
特
養
施
設
は
町
民
が
安
心
し
て
生
活

を
送
る
た
め
に
最
も
大
切
な
分
野
で
あ
り
、

長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
引

き
継
が
れ
た
皆
さ
ん
に
は
是
非
こ
れ
ま
で
の

ご
経
験
を
も
と
に
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

　
川
西
町
役
場
も
三
月
末
で
十
一
人
が
退

職
、
四
月
か
ら
十
人
の
新
採
職
員
を
迎
え
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
早
速
新
人
研
修
が
始
ま

り
、
公
務
員
と
し
て
の
心
構
え
、
ま
ち
づ
く

り
、
組
織
、
事
務
の
進
め
方
、
各
地
区
交
流

セ
ン
タ
ー
な
ど
施
設
巡
り
、
昨
年
就
職
し
た

二
年
目
の
職
員
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
実
施

し
ま
し
た
。 

　
私
も
一
コ
マ
担
当
し
職
員
に
期
待
す
る
こ

と
を
話
し
ま
し
た
。
私
は
三
年
前
の
夏
の
甲

子
園
大
会
で
沖
縄
勢
初
優
勝
を
飾
っ
た
興
南

高
校
の
我
喜
屋
勝
監
督
の
指
導
を
紹
介
し
ま

し
た
。「
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
精
神
づ

く
り
を
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
野
球
は
う
ま
く

な
る
」「
毎
日
の
練
習
は
嫌
で
も
、
逃
げ
て

も
追
い
か
け
て
く
る
。
必
要
な
の
は
意
識
し

な
が
ら
慣
れ
る
こ
と
、
そ
う
す
る
と
友
達
に

な
れ
る
」「
朝
起
き
て
か
ら
寝
る
ま
で
五
感

を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
」「
散
歩
で
た
ば
こ

の
吸
い
殻
を
見
て
見
な
い
ふ
り
を
す
る
人
は
、

俺
は
関
係
ね
え
と
カ
バ
ー
リ
ン
グ
を
怠
り
試

合
に
な
ら
な
い
」「
感
謝
の
気
持
ち
、
小
さ

な
事
を
感
じ
ら
れ
る
人
は
大
き
な
仕
事
が
で

き
る
」
等
々
野
球
を
ま
ち
づ
く
り
や
仕
事
と

置
き
換
え
れ
ば
誰
に
で
も
通
じ
る
も
の
で
す
。

社
会
人
一
年
生
に
と
っ
て
、
緊
張
と
勉
強
の

日
々
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
常
に
初

心
と
向
上
心
を
忘
れ
ず
励
ん
で
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

希
望
に
胸
ふ
く
ら
ま
せ
て

頃
は
ま
だ
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
だ
っ
た
の
に

ね
ぇ
・
・
・
」
と
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら

も
子
育
て
を
楽
し
ん
だ
昔
を
懐
か
し
く
思

い
出
し
、
今
度
は
同
じ
中
学
校
の
保
護
者

と
し
て
再
会
で
き
た
喜
び
を
分
か
ち
合
い

ま
し
た
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
子
ど
も
の
遊

び
場
と
し
て
注
目
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
実

は
子
ど
も
を
通
し
て
保
護
者
同
士
が
交
流

を
深
め
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。“
い
つ

も
子
ど
も
と
２
人
だ
け
で
、
近
く
に
子
ど

も
の
事
を
話
す
相
手
が
い
な
い
”“
初
め

て
の
子
育
て
で
不
安
だ
”
と
感
じ
た
ら
、

ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
そ
の
声
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。
今
の
子

育
て
を
２
倍
も
３

倍
も
楽
し
く
す
る

仲
間
に
出
会
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん

よ
。

幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

言
語
聴
覚
士
に
よ
る
こ
と
ば
の
相
談
室
を
月
に
一
度
開
催
し
て
い
ま
す
。

（
要
予
約
　
問
町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
☎
42

－

６
６
７
１
）
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事
業
主
の
皆
さ
ん
へ
の

お
知
ら
せ

　
事
業
主
の
皆
さ
ん
、
あ
な
た
の

会
社
に
は
「
希
望
者
全
員
が
65
歳

ま
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
制
度
」

が
あ
り
ま
す
か
？

　
平
成
25
年
４
月
に
、
高
年
齢
者

等
の
雇
用
の
安
定
等
に
関
す
る
法

律
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
主

に
は
①
～
③
の
い
ず
れ
か
の
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

①
65
歳
以
上
へ
の
定
年
の
引
き
上

げ
②
希
望
者
全
員
を
65
歳
ま
で
継

続
し
て
雇
用
す
る
制
度
の
導
入
③

定
年
制
度
の
廃
止

※
改
正
の
内
容
、
経
過
措
置
等
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

☎
22

－

８
１
５
５

多
重
相
談
窓
口

　
東
北
財
務
局
山
形
財
務
事
務
所

で
は
、
多
重
債
務
相
談
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
相
談
員
が
借
金

の
状
況
等
に
つ
い
て
相
談
に
応

じ
、
必
要
に
応
じ
て
、
弁
護
士
等

の
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。

　
相
談
は
秘
密
厳
守
・
無
料
で
す

の
で
、お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
窓
口
：
山
形
財
務
事
務
所

　（
山
形
市
緑
町
２

－

15

－

３
）

▼
受
付
：
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）　
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

問
山
形
財
務
事
務
所
多
重
債
務
相

談
窓
口

☎
０
２
３

－

６
４
１

－

５
２
０
１

協
会
け
ん
ぽ
窓
口
の
　

廃
止
に
つ
い
て

　
６
月
28
日
㈮
を
も
っ
て
、
米
沢

年
金
事
務
所
内
の
全
国
健
康
保
険

協
会
窓
口
が
廃
止
に
な
り
ま
す
。

　
健
康
保
険
の
給
付
関
係
、
任
意

継
続
、
健
診
関
係
に
つ
い
て
は
、

７
月
以
降
は
郵
送
で
申
請
く
だ
さ

い
。

※
申
請
書
類
は
、
協
会
け
ん
ぽ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

kyoukaikenpo.or.jp/

）
か
ら

取
得
で
き
る
ほ
か
、
郵
送
で
も
送

付
し
て
い
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方

は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
協
会
け
ん
ぽ
山
形
支
部

☎
０
２
３

－

６
２
９

－

７
２
２
５

第
９
回
ま
ど
か
カ
ッ
プ
　

３
時
間
耐
久
Ｍ
Ｔ
Ｂ
大
会

▼
日
時
：
５
月
４
日
㈯

　
午
前
９
時
45
分
～（
雨
天
決
行
）

▼
場
所
：
川
西
ダ
リ
ヤ
園
周
辺
特

設
コ
ー
ス

▼
ク
ラ
ス
：【
３
時
間
耐
久
】
①

ソ
ロ
チ
ー
ム
（
男
子
・
女
子
・

混
合
　
約
２
７
０
０
ｍ
　
３
人

編
成
ま
で
）【
ジ
ュ
ニ
ア
】
①

幼
児
（
補
助
輪
あ
り
　
２
０
０

ｍ
）
②
幼
児
（
補
助
輪
な
し

　
２
０
０
ｍ
×
２
周
）
③
小

学
１・
２
年
（
１
０
０
０
ｍ
）

④
小
学
３・
４
年
（
１
０
０
０

ｍ
×
２
周
）
⑤
小
学
５・
６
年

（
２
０
０
０
ｍ
）

▼
参
加
費
：
大
人
２
０
０
０
円

　
ジ
ュ
ニ
ア
１
０
０
０
円

問
チ
ー
ム
白
猿
　
本
間
翼

☎
42

－

２
３
８
１

山
形
銀
行
小
松
支
店
　
　

１
１
０
周
年
来
店
感
謝
デ
ー

　
明
治
36
年
両
羽
銀
行
小
松
出
張

所
と
し
て
の
開
業
か
ら
今
年
で

１
１
０
年
を
迎
え
、
来
店
感
謝
デ

ー
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
５
月
13

日
㈪
～
31
日
㈮
の
間
は
、
旧
小
松

支
店
の
写
真
、
昔
の
金
融
グ
ッ
ズ

等
を
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

▼
期
日
：
５
月
16
日
㈭

問
山
形
銀
行
小
松
支
店

☎
42

－

２
１
３
１

自
死
遺
族
支
援
相
談
会

　
大
切
な
人
を
自
死
で
亡
く
し
た

方
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る
相
談

会
で
す
。
一
人
で
悩
み
を
抱
え
な

い
で
、ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
：
５
月
７
日
㈫
、
６
月
11

日
㈫
、
７
月
９
日
㈫
、
８
月
13

日
㈫
、
９
月
10
日
㈫

　
午
前
10
時
15
分
～
午
後
2
時
30
分

▼
場
所
：
山
形
県
精
神
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー

▼
料
金
：
無
料

▼
申
込
方
法
：
左
記
ま
で
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
山
形
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
２
４

－

１
２
１
７

小
松
料
理
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

▼
実
習
日
：
毎
月
第
３
水
曜
日

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

　（
調
理
実
習
６
回
、
移
動
教
室

　
３
回
）

▼
場
所
：
川
西
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー

▼
講
師：小
野
正
人
氏
（
長
井
市
）

▼
会
費
：
入
会
金
１
０
０
０
円
、

お
知
ら
せ

募

　集

年
会
費
３
０
０
０
円
、
材
料
費

１
０
０
０
円
（
移
動
教
室
は
別

途
会
費
徴
収
あ
り
）

問
小
松
料
理
ク
ラ
ブ
　
藤
島

☎
０
７
０

－

６
４
９
７

－

５
５
９
２

職
者
に
対
す
る
職
業
訓
練

６
月
生
募
集

▼
募
集
科
：
Ｎ
Ｃ
生
産
シ
ス
テ
ム
科

▼
期
間
：
６
月
４
日
㈫
～
11
月
26

日
㈫

▼
定
員
：
18
名

▼
対
象
者
：
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

職
登
録
し
て
い
る
方

▼
費
用
：
受
講
料
は
無
料
（
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

▼
申
込
受
付
期
限
：
４
月
25
日
㈭

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
山
形

☎
０
２
３

－

６
８
６

－

２
０
１
６

山
形
県
消
費
生
活
　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
山
形
県
で
は
、
消
費
生
活
に
関

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
「
山

形
県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
県
内
在
住
の

20
歳
以
上
の
方
で
、
悪
質
商
法
に

よ
る
被
害
防
止
な
ど
消
費
生
活
に

関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限
：
５
月
末
日

問
山
形
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３

－

６
３
０

－

３
２
３
７

催

　し
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…３月分届出…

「戸籍の窓」に掲載を希望しない方
は、届出の際に窓口（町住民生活課）
でお伝えください。

　　　　　１１人

　　　　  　２０人

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

期　　間 当番店（社） 電話番号

４月１５日～２１日
㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

４月２２日～２８日
㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

４月２９日～５月５日
㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業㈱ ☎４２－４１１１

５月６日～１２日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０

５月１３日～１９日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
鹿間工務店 ☎４２－３９８７

４月の町税等

●軽自動車税
●上下水道使用料（３月概算分）

口座振替日　　４月３０日㊋
納付期限　　　４月３０日㊋

川西町の人口

４月・５月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先
健 康 相 談
（こころの健康相談）

５月１３日㈪・２７日㈪
午後１時～４時 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

特設人権相談 ５月１日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

弁護士
消費生活相談

５月８日㈬
午後２時～４時

町役場相談室
（町役場１F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

行政相談 ５月１５日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１６

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

川西町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

無料法律相談 毎週月曜日
午前９時～午後５時

山形県高齢者総合
相談センター

山形県高齢者総合相談センター
☎０２３－６２２－６５１１

５月

17,025 人（－ 40）
男　　　8,318 人（－ 17）
女　　　8,707 人（－ 23）
世帯数　5,269世帯 (－ 10)

※３月末日現在の住民基本台帳人口

死亡者 年齢 世帯主 大字
渡部　房美 84 房美 上奥田
佐々木喜一 76 喜一 上奥田
齋藤　健次 86 健次 時　田
鈴木　和雄 79 和雄 堀　金
松沢キクノ 90 利秀 西大塚
鍋倉　光子 63 通夫 小　松
長岡　政廣 63 政廣 下小松
片倉　チウ 93 德男 下奥田
島貫　辰雄 84 洋一 洲　島
大竹　幸吉 78 幸吉 下小松
中田　清一 67 清一 玉　庭
平　　正光 74 正光 洲　島
大武　はる ９１ 文夫 上小松
髙橋　和子 59 和子 上小松
遠藤　貞夫 ８5 貞夫 中小松
松田　ヨシ ９１ 昭二 玉　庭
伊藤　　ら 92 　ら 堀　金
鈴木　久和 69 久和 大　舟
髙橋ヨシノ 92 ヨシノ 時　田
金子たまの 88 善　助 上小松

　　　　3 組
新郎　　　　　　　新婦 大字

安部　浩之 ♥ 岡 　暢子 小　松
大河原　裕 ♥ 石川　美香 洲　島
蜂谷　浩之 ♥ 髙梨かおり 上小松

出生子 性別 保護者 大字

竹田　涼
 りゅうせい
誠 男 純一・日加里 高　山

金田　守
しゅう
生 男 邦洋・可奈子 中小松

齋藤　愛
あいか
佳 女 智 ・ 留美 吉　田

遠藤　希
の あ
愛 女 寿一・ 恵美 洲　島

島貫　唯
ゆ ら
良 男 貴司・美由希 下小松

江本　陽
ひさき
咲 女 久憲・ 牧子 中小松

伊藤　　穹
そら
女 直也・ 歩美 下奥田

和久井　心
しん
男 貴光・ 千春 下小松

青木　美
み お
凰 女 翔 ・ 美紀 高　山

 加藤　沙
さ え
愛 女 稔 ・ 幸恵  大　塚

（２月分届出分）
小関あさひ 女 剛 ・めぐみ 上小松

町報かわにし　20平成２５年４月１５日

開館時間
（4 月から開館時刻が
9時 30 分となりました）
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 20：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 18：00 
■は休館日

フレンドリー
プラザ

町立図書館・遅筆堂文庫 こどもの本

おとなの本
『世界で一番美しい花粉図鑑』

ロブ・ゲスラー、マデリン・ハーレー著　創元社刊

●５月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

『だいじょうぶ　だいじょうぶ』
いとうひろし作・絵　講談社刊

５月１２日㈰　１４：００～　参加費無料

私たちは「花粉」を意識するのは、服につ
いて汚れた時、アレルギー反応、花粉症な
ど、人々を困らせる「花粉」でした。そして、
子供のころから、生態理由やミツバチとの
関係については耳にしていても、粉として
の存在だけ。人間の目にはほとんど見えな
いくらい小さい「花粉」の偉大さ、存在価
値を大きくアピールした図鑑です。

おじいちゃんとのお散歩は、のんびりと歩
くだけだけど、いろんなことを教えてくれ
ます。そんなおじいちゃんも、やがて年老
いて…でも「だいじょうぶ、だいじょうぶ」
魔法のことばが守ってくれます。

●遅筆堂文庫読書会

●おはなし会
５月１１日㈯　１０：３０～１１：００　おはなしのへや
おはなし会きらきらさんの紙芝居と読み聞かせ

■こまつ座第九十九回公演
「うかうか三十、ちょろちょろ四十」

井上ひさし・作　　鵜山仁・演出

　昭和三十三年、井上ひさし
二十四歳。同年文部省芸術祭
脚本奨励賞を受賞した幻のデ
ビュー作。
　井上流ブラックユーモアを耳
に心地よい東北弁にくるみこん
だ、初期の作品ながら井上ひさ
し流エッセンスが満載のお芝居
です。

６
９㊐

《
お
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本
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【開　演】１４：３０ （１４：００開場）
【料　金】Ｓ席６，０００円（プラス会員：５，５００円）

Ａ席４，５００円　青少年育成席１，０００円
（全席指定）

青少年育成席は２５歳未満限定。チケット引換券を販売（席
の指定はできません）し、当日総合受付にて指定席券と交
換となります。席は指定Ａ席の後方部分となります。

■菜の花座第２７回公演「決められない」
　川西町フレンドリープラザを拠点に年２回
の公演を続けて１４年。
　川西町が誇る地元劇団「菜の花座」の第２

４
２１㊐

【開　演】１４：００ （１３：３０開場）
【料　金】大人前売１，０００円

（当日１，５００円）
高校生５００円
中学生以下無料（全席自由）

■柳家喬太郎独演会
【場　　所】プラザロビー特設寄席
【時　　間】開場１８：３０
　　　　　  開演１９：００

【チケット】一般２，８００円
プラス会員２，５００円　高校生以下１，５００円
※当日は２００円増し

　今聴くべき落語家として必ず名前
が挙がる噺家、柳家喬太郎師匠。
　新作落語だけでなく古典落語でも
高い技量と語り口で評価を得ている
人気の噺家、喬太郎師匠の高座を真
近で楽しめるこの機会をお見逃し無
く。

５
１１㊏

藤井　　隆 福田　沙樹 鈴木　裕樹 小林　勝也 田代　隆秀

７回公演は女性団員４名によるオムニ
バスストーリー。
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　新鮮野菜や菓子、惣菜など、町内商業者と
農業者の産品を販売する「こまつ市」。今年も、
朝食が食べられる朝市としてスタートします。
　また、こまつ市では、一緒に販売する仲間や
広告主を募集しておりますので、お気軽にお問
い合わせください。

○日時：５月～１１月の原則毎月第２土曜日
　　　　午前７時～８時３０分
○場所：ＪＡ山形おきたま川西支店東側駐車場
　※雨天時および１１月は中央公民館開催
○登録料：６，０００円（年額）
○出店料：売上の５％
○申込締切：５月分の広告掲載申し込みは、　
４月２６日㈮以降は随時ご相談ください。

ニュースタイル市場

こまつ市
５月のこまつ市は
５月１１日㈯に開催します

　約１５０種類のダリヤの球根を、花の写真を
見ながら選んで買うことができる全国でも珍
しいイベントです。ご自宅でお気に入りのダリ
ヤを育てて癒しのひとときを過ごしてみません
か？
　ダリヤの球根は、下記のイベントでお求めい
ただくと大変お得です。ぜひご利用ください。

５月１０日金 １１日土 １２日日
１０：００～１６：００
場所：川西ダリヤ園多目的広場
　　　　　（浴浴センターまどか隣）
内容：川西産ダリヤの球根販売
　　　川西産切り花や花苗などの販売 ほか

問町産業振興課 商工観光グループ☎４２－６６４５

日時：５月１０日㈮、１１日㈯、１２日㈰
　　　１３：００～
場所：川西ダリヤ園多目的広場
参加費：無料
　ダリヤ球根の植え方、育て方についての
講習会をスプリングフェア会場にて開催し
ます。初心者の方でもわかりやすい講習会
です。お気軽にご参加ください。

ダリヤ栽培講習会

日本最大規模のダリヤ球根即売会

川西ダリヤ園スプリングフェア

問町産業振興課 ６次産業推進室 ☎４２−６６９６


